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奄美市 PPP プラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 鹿児島県奄美市いきいき健康課 

②事業名 笠利地区認定こども園整備事業 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

 

1.事業発案 

公有敷地に公立認定こども園建設を予定し、令和３年度基本構想

策定予定です。この中で民間事業者のアイデアや知識などを活用

してより良い施設にしたいと考えています。 

④サウンディングの目的 本市はＰＰＰ導入実績に乏しく、こども園建設の上でどのよう

なお力添えがいただけるか、広くお伺いしたいです。 

令和８年度に複数ある施設（保育施設と幼稚園）を集約して施

設も制度も新たな「こども園」として新設するため、利用者であ

る児童や保護者が利用しやすい施設にしたいと考えています。 

その中で、具体的な建築については、デザインビルドなどの手

法が考えられるのではないかと検討をしているところですが、こ

れらを含めて手法など活用方法についてお伺いしたいです。 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

●こども園の設計・建設・維持・運営に関し導入可能な提案 

（前提） 

・令和８年４月の供用開始予定。 

・施設定員 100 名（0-5 歳児） 

・各年齢（令和 8 年度時点） 

0 歳児：10 名，1 歳児：15 名，2 歳児：13 名， 

3 歳児：18 名，4 歳児：23 名，5 歳児：21 名 

（合計 100 名） 

 ・建設費は、市が支出予定。 

（課題） 

・人口減少に伴う利用児童の減少 

・こども園での通園バスの運行の可能性 

・施設の老朽化 

・保育士不足による待機児童問題 

・イニシャルコスト、ランニングコストの抑制 

・集約に伴う未利用施設の利活用について 

●現状では、設計・建設の一体化（デザインビルド）での発注を

検討してはどうかと案は出ているが、これも含めてどのような手

法が考えられるのか、ご提案いただきたい。 
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●ＰＰＰへの取り組み経験がないため、多面的な支援、ご提案を

お願いしたい。 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

○1 .設計    ○2 .建設   3.不動産     

4.金融機関    ○5 .維持管理    ○6 .コンサルタント    

○7 .運営（                       ） 

8.その他（                      ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

約するものではありません 

○1. 全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

○3 .地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

※該当する番号に○（複数可） 

○1 .公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

○4 .教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（                      ） 

②事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

○1 .新設    2.建替え    3.改修   ○4. 維持管理・運営 

5.その他（             ） 

③想定する事業類型 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（             ） 

④想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※PFI 事業方式（BTO、RO 等）

が具体に決まっている場合、

「1.PFI 事業」の（）内に記載

ください。 

１.PFI 事業（   ）方式 ２.DBO 方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  

7.土地の賃貸借 8.土地の売却・譲渡 

9.建物の賃貸借 10.建物の売却・譲渡 

11.その他（ 未定          ） 

⑤事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

新設の認定こども園の設計・建設・運営・維持管理にかかる事業。 

現時点で導入を検討する機能は以下のとおり。 

・病児保育事業（施設内にて可能か、もしくは医療機関等への設

置も含め検討したい。市内地区外に３名規模が１施設。規模的に

は同程度のものを検討したい。） 

・一時預かり保育事業（定員内の余裕活用型を検討したい） 

・通園バス事業（ニーズに応じたバス送迎について検討したい。） 

・子育て世帯を支援できる事業（育児相談や施設の活用法など） 

⑥現状及び課題 保育所、幼稚園は施設が老朽化し、建て替えを必要としています。

その中、児童減少や保育士確保の観点からも、施設を集約すると

ともに新たな制度「認定こども園」に移行、新設を行います。 

現在の本市笠利地区内での課題については以下のとおりです。 

・人口減少に伴う利用児童の減少 

・こども園での通園バスの運行の可能性 
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・施設の老朽化 

・保育士不足による待機児童問題 

・イニシャルコスト、ランニングコストの抑制 

・集約に伴う未利用施設の利活用について 

⑦前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

新設こども園の設計・建設・維持・運営に関し民間事業者の豊富

な知識やノウハウなどご提案いただきたいです。 

⑧事業スケジュール（予

定） 

令和 3 年度 基本方針策定 

令和 4 年度 基本構想、基本計画策定（予定） 

令和６年度 着工（予定） 

令和８年４月 供用開始（予定） 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 鹿児島県奄美市笠利町大字万屋字川ラ勝 1164-1 

②敷地面積 上記土地 17,955 ㎡のうち 6,500 ㎡程度添付資料における、多

目的広場及びゲートボール場敷地を候補地としております。崖上

であるため建築基準法による制限や、施設の規模によっては変更

となる可能性もあります。決定事項としては太陽が丘総合運動公

園内への建設としています。 

③土地利用上の制約 崖があるため建設に制約がかかる可能性 

④所有者 奄美市 

⑤周辺施設等 太陽が丘総合運動公園内の敷地となっており、敷地内には体育館

などの運動施設、プール等にくわえ、給食センターや農村環境改

善センターの公共施設も立地している。 

⑥対象地周辺の環境 運動公園付近はサトウキビ畑などが広がり、住宅はありません。 

笠利地区全体として広い農地と美しい海岸線を有し、自然環境が

豊かな地域。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

本事業と同一スケジュールで供用開始を目指している「住用地区

認定こども園整備事業」との同一事業としての整備についてもご

意見をお聞かせください。 

 

■ 添付資料 

 

１．奄美市笠利地区公立保育施設等あり方基本方針 

https://www.city.amami.lg.jp/kkenko/kasaritikuhoikukihonhousin.html 

 

２．計画地の位置図 
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